
オートベースプラス　スズキZGF（日産ZGF)、ホンダYR-548の

スポット補修塗装要領

上記の塗色については下記の適切な方法でスポット補修してください。

下地処理 サフェーサー部分を最終番手ウェットP1000又はドライP500で
サンディングし、ボカシ部分は3M7448スコッチブライトグレーに
ブレンド・プレップを使用し、スカッフィングしてください。

混合比

塗装方法 　塗装方法については下記のスポット補修塗装要領及び
　パネル塗装要領を参照してください。

　バインダーシステム

（メジャースティックNo.9を使用）

（メジャースティックNo.1を使用）

　色決めに使用した希釈済塗料に上記のバインダー（リデューサ
　ー混合済）を100部（容量比）で添加する
　　　　1～2回ボカシ塗装 (エアー圧0.8～1.5kg/c㎡)

　注意：バインダーを100部（容量比）で添加することにより、
　　　　　調色時の色と、ずれが生じる場合がありますので
　　　　　ベースをブロック塗装する場合は上記のバインダーを
　　　　　希釈しないでムラ取りを行ってください。

フラッシュオフタイム 　20℃/15分以降に下記のクリヤーにて塗り重ねを
　することができます。

クリヤーコート 　オートクリヤー プラスHS オートクリヤー クラシック
　オートクリヤー ラピッド オートクリヤーWB
　オートクリヤー ４：１
　オートクリヤー マット
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ニュープラスリデューサー　　　　　　　 　　80部（容量比）

t.i.s.J7-b

オートベースプラス　　　　 　100部（容量比）
ニュープラスリデューサー 　50-80部（容量比）

ボカシ塗装
オートベースプラスQ070 　　　 　3部（容量比）
オートベースプラスQ065 　　　 　1部（容量比）

上記のバインダー希釈済塗料　　　　 　100部（容量比）



オートベースプラス スズキZGF（日産ZGF)、ホンダYR-548の
スポット補修塗装要領

（ステップ1）

サフェーサー部分を最終番手ウェットP1000又は
ドライP500でサンディングし、ボカシ部分は3M7448
スコッチブライトグレーにブレンド・プレップを使用し
スカッフィングしてください。

塗装開始前にはM600で脱脂をし、エアーブロー
及びタッククロスをしてください。

ウェットP1000

又はドライP500 3M7448スコッチブライト

（ステップ2）

＊ボカシ際のオーバーミストを防止する為には先
　　にブレンディングエージェントを使用してください。
　　

スポット補修の場合スプレー圧力は最初から最終
コートまで0.8～1.5kg/c㎡で設定してください。
左記の図のように部分1～2を2回ミディアムコートし、
各コートは、オーバーラップします。
色決めが終了したら、最終コートは部分3まで大きく
既希釈済塗料にバインダー（リデューサー混合済）を
100部（容量比）で添加してボカシ塗装をしてください。

            1    2    3

（ステップ3）

オートベースプラス塗装終了後、20℃/15分以上
フラッシュオフタイムを取ってからクリヤーコートして
ください。
クリヤーコートは、1コート目はオートベースプラスを
塗布した箇所までとし（部分1）、最終コートでパネルを
ブロック塗装してください。（部分2）

1           2
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オートベースプラス　スズキZGF（日産ZGF)、ホンダYR-548の
パネル補修塗装要領

（ステップ1）

左図は、クォーターパネル補修を示しています。
クォーターパネル部分を最終番手ウェットP1000又
はドライP500でサンディングし、ボカシ部分（ドア）
は3M7448スコッチブライトグレーにブレンド・プレ
ップを使用しスカッフィングしてください。

塗装開始前にはM600で脱脂をし、エアーブロー
及びタッククロスをしてください。

ウェットP1000

3M7448スコッチブライト 又はドライP500

（ステップ2）

＊ボカシ際のオーバーミストを防止する為には先
　　にブレンディングエージェントを使用してください。

部分1～2まではウェットコート、ミディアムコートし、
スプレー圧力は、2.0～3.0kg/c㎡で設定してください。
各コートは、オーバーラップします。
色決めが終了したら、最終コートは部分3まで大きく
既希釈済塗料にバインダー（リデューサー混合済）を

  3    2    1 100部（容量比）で添加してボカシ塗装をしてください。

（ステップ3）

オートベースプラス塗装終了後、20℃/15分以上フラッシュ
オフタイムを取ってからクリヤーコートしてください。
クリヤーコートは、1コート目はオートベースプラスを塗布し
た箇所までとし（部分1）、最終コートでパネルを
ブロック塗装してください。（部分2）
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